











(2) 高校生及ぴ教員が，高校心理学の内容として期待する領域は，高校生で l位心理検査， 2位コ
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賛成 55 108 163 
反対 12 3 14 
ど言ちえらなといも 29 45 74 
高ばい(高選校う校授択で心業し理心がま学理すあ)学れかと。
選択する 38 88 126 
選択しない 22 20 42 
わからない 38 88 126 
一般教諭 5 14 19 
養護教諭 。l 
誰が教えるのが 臨床，心理士 44 14 117 
適当だと思われ
精神科医 33 43 76 ますか。
大学教員 13 21 34 
その他 6 7 13 
41 
カウンセリング 29 51 80 
心理検査 38 89 127 
どのような授業 コミュ 32 
4 内容が望ましい ケーション
50 82 
と思いますか。 青年，心理学 30 41 71 
メンタルヘルス 15 35 50 
そのf也 7 6 133 
講義 42 56 98 
どのような授業
5 形式が望ましい
実習 65 121 186 
と思いますか。 見学 19 36 55 
その他 1 5 6 
表4 教員への意識調査結果
No 質問 選択項目 回答者(人)
Iつにを留〈孝高い思守文交暗てしえτ、デるどま己z、じ理のすこ・ァ五学ヵ四とよE、)。にうF' 
賛成 22 

























どのような授業 ケコーミシユョーン 22 
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a.知識を詰め込むだ a.心のケアをしつつ a 深く高い見識，教養のあ
けでなく，実体験を できそう。 る人が望ましい。
精神科医(2) 交える方が興味も湧 b.本物の医者ならリ 大学教員(2)
く。リアルな話の方 アルな話を聞ける。
が胸に刻まれる。
大学教員(3) a.心理学を担当して a.大学で教えている 精神科医(3)いる。 ようなことを学ぴたい。
a.医者だと生徒を患 a.心理学だけを教え a.一吻撒員以外がよい場合も
者のように見そう。 る人に拒否反応を起 あるが，通常は一般教員がよ























男 子 女 子
a 内面にある何か傷 a 心理検査は興味が
がわかる。 もて，授業も充実する。 メンタルへ
心理検査(1) b. 自分ではわからな ルス(1)い心の中の悩みとか
がわかりそう。
a. 人間関係が大事 a.具体的にどういう a.心理学でも学術的なこと
コミュニ ことをするのかわか コミュニ ではなく，心のケアを中心
ケーション らないカfカウンセリ ケーション とした方向が望ましい。
(2) ングとか一度受けて (2) 
みたい。
a. ストレスカfたまっ a. カウンセリングで、
カウンセリ ている人には悩みが 日頃の悩みを打ち明 青年'l:.、理学
ング(3) あるはず。 けるのはよし、。 (3) 
b.話すことからなに
もかも始まる。
a.授業が楽しくなり a. 自分のことを知り a.実施しないと何が適当か
青年，心理学 そう。 たい人もいるし，悩 カウンセリ わからないが，生徒が必要
(4) みを解決したい人も ング(4) とする内容を授業で取り入
いる。 れてほしい。








男 子 女 子
a. もちろん講義は必 a.講義より実際に a.理論，実習があれば効果的。
実習 要として，実習とい ゃった方が身に付き 実習 b.講義形式ではなく，他者
(ロールプ う形が一番身につく。 おもしろそう。 (ロールプ との関わりの中で「心の健
レイングな b. いろいろなことを レイングな 康」を得る方が役立つ。
どを含む) 取り入れた方が楽し どを含む) C. 授業が進むといろいろな要
(1) く学べる。(実習・講 (1) 求が出ると思われる。実力を
義・見学の複数回答) 伸ばしていけるような形式。
a.気楽に授業が受け a 聞いているだけで








A Study on Introduction of High School Psychology : 
An Analysis of Students' and Teachers' Concerns regarding the Introduction 
of High School Psychology in the School Curriculum 
Takao OTSUJI 
Yukihiro KA TO 
SUMMARY 
Mari SHIOKA W A 
Kentaro MA TSUBA 
The purpose of this study was to collect fundamental materials concerning the introduction 
of high school psychology and to elucidate any assignment for introduction. The subjects of 
this study were 252 second year high school students (96 boys， 156 girls) and 42 teachers. After 
analysis of their answers， the following considerations were made: 
(1) High school students were concerned about the introduction of high school psychology as 
a whole. Especially， girls were remarkable for their concern. 
(2) The aspects which high school students were most concerned with were ranked in the 
following order : 1.psychological assessment ; 2.communication ; 3.counseling. The aspects 
for teachers were : 1.mental health ; 2.communication. 
(3) High school students and teachers wanted high school psychology taught by clinical 
psychologists. 
(4) Teachers were concerned about establishing high school psychology as an independent 
subject or taking advantage of periods for integrated study to teach high school psychology. 
Based upon the above considerations， we concluded that it would be appropriate to introduce 
high school psychology into a period for integrated study or as an elective subject through the 
use of school counselors. 
Key words: high school psychology， students' and teachers' concerns， 
use of clinical psychologist， period for integrated study， elective subject. 
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